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大学 キ ャ ンパ ス ・マス タープラ ンの構 成 に関す る比較分析

A Comparative Study on the Organization of University Campus Master Plans

鶴 崎 直 樹*,坂 井 猛**,上 野 武***

Naoki TSURUSAKI, Takeru  SAKAI and Takeshi UENO

The present study is performed to clarify the structure, explanatory elements, trends and references of campus 

master plans. The campus master plans studied were from 44 universities in the U.S., Canada, Australia and U.K. 
The results were as follows; 1) Campus master plans consist of an introduction, discussion of the existing setting, 
targets/policies, plans and application, and can be classified into expansion, element-oriented and task-oriented 

types. Master plan components can be classified into ten categories: existing setting, land use, space, access, 
campus image, infrastructure, community relations, facilities, environment and other. 2) References include drawings, 

photographs, sketches and tables. The contents of the references are historical documents (regional), historical 
documents (university), articles, geographic data, regional data, existing setting, analysis, concept, plan and details. 

3) Expression elements of the references can be classified into 10 groups and 31 categories.
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1.研 究の背景 と目的

新世紀を迎え,社 会が大きな変化を遂げていくなか

で,都 市の重要なインフラの一つ として,大 学のあり方

が強く問われている.こ れは,日 本の大学に限らず,世

界中の大学共通の課題でもある.大 学キャンパス・マス

タープランは,大 学の将来に対する目標とそれを達成

するために必要となる基本的なルールを示 した文書で

ある.そ の構成は大学の使命を色濃 く反映し,将来の理

想的空間像を描いている.大 学の抱える様々な課題を

踏まえて作成される大学キャンパス ・マスタープラン

は,課 題解決の役割 を与え られた ものが多く,その中に

現在の大学が抱える課題とその解決の糸口を見出すこ

とが可能と考えられる.

本研究は,大学キャンパス・マスタープラン及び長期

開発計画に記載された 目次と記述内容及び掲載 された

資料を対象として,大 学キャンパス・マスタープランの

構成 とその要素を明らかにすることを目的としている.

この ことによ り,大 学キ ャンパスの置かれた背景は

様々であるが,こ れから大学キャンパス・マスタープラ

ンをつくる大学をは じめ,既 に大学キャンパス ・マス

タープランを持つ大学が改訂を行 う際の有益な知見を

得たい.
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2.既 往 の研 究

大学 キ ャンパ ス ・マス ター プ ラン及 び施設 計画 に関

連 して,以 下のよ うな研究 があ る.

第1に,都 市 におけ る大学 キ ャンパ スを論 じる研究

で ある.筑 波研 究学 園都市建設 を契機 と した高 山英華

らの研 究や,東 京 大学キ ャンパス整備や地 方都市 の新

生大 学立地整備 を通 して渡 邊定夫が総 合的 に論 じた研

究等 がある1）-4).

第2に,大 学キ ャンパ スの土地利用や ボ リューム の

コン トロール に関す る研究 で ある.丸 茂 弘幸の大学 の

物 的成長 に伴 う立地形態 の変動現象 とキ ャンパ スの建

詰 り現 象 に関す る研 究や,工 学系学部校 舎 を対象 と し

た 高野 文雄の研 究等 がある5)-8).

第3に,大 学キ ャンパ ス空間の構成,計 画 に関す る研

究で ある.R.ド ーバー のキャ ンパス計画およびキ ャンパ

ス ・ラン ドス ケー プを扱 った もの,ま た,日 本 では小林

秀弥 による大学 キ ャンパ ス計画 に関す る文献お よび山

口勝 巳,宮 本文 人,小 篠隆生,岩 田伸 一郎な どのキ ャン

パ ス空間を対象 と した研 究等が ある9)-16).

第4に,大 学施設 の機能,設 置,規 模 に関す る研 究で

ある.冨 江 伸治の大学 図書館 の設置 ・配置 ・規模 計画 に

関す る研 究,金 鍾石 らの福利厚 生施設や 大学会館 に関

す る研究等 がある17)-18).

第5に,大 学論及 び大学キ ャンパ スの成立過程 に関

す る研究 である.H.ラ シュ ドール,C.H.ハ スキ ンズ,M.



表1分 析対象資料の選定
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トロウ,日 本で は,永 井道雄,清 水義 弘,喜 多村和之,

天野郁 夫,樺 山紘 一 らによ る大 学 に関 して論 じた著作

が ある.ま た,都 市 計画,建 築計画の分野で は,P.タ ー

ナー,宮 本雅 明な どの大学キ ャ ンパス史 に関する文献

が ある19)-29).

第6に,大 学 と都市 を一体 的に学術研究都 市 として

扱 った研 究で ある.土 肥 博至 らの筑波研究学 園都市 を

対 象 とした一連の研究等が ある.近 年の産学官連携 、地

域連携の流れのなかで,ベ ンチャー ・ビジネスやサテ ラ

イ トな どの新 しい大学の動 きを追跡す る研究 もみ られ

るよ うにな った30)-31).

本研 究は,既 存 の大学キ ャ ンパス ・マスター プランに

示 された具体 的な 目次構成や 記述内容か ら,共 通す る

事象,必 要 と思われ る項 目を明 らかにす ることによ り,

今後,各 大学のキ ャンパ ス ・マスタープ ランづ く りに寄

与す る ことを目指す もので ある.大 学キ ャンパス ・マ ス

ター プ ランに関 して この ようなア プロー チを試みた も

のはみ られな い.

3.研 究 の対象

北米,ヨ ー ロ ッパ,ア ジア ・オセアニ ア,中 東,中 南

米5地 域の先進諸 国における学生数10,000人 以上 を擁

す る規模 の大学にキ ャンパ ス ・マス ター プラ ン(以 下,

CMP)の 提供依頼文 を送付(平 成14年10月)し,68校

よ り資料 の提 供 を受 けた.さ らに,Web検 索 によ り59

校よ りCMPを 入手 し,合 計127校 に関する資料 を収集

した.こ れ らの 中か ら,① 書籍体で あ り,プ レゼ ンテー

ション用の概要版や パ ンフレ ッ トに類 しな い もの,②

計画,提 案 内容が文 章及び図面 にて提示 され ている も

の,③ 内容 の充実度,④ 言語 による資料 の理解 に差が生

じな い こと,⑤ 可能 な限 り最新版 であ ることを基 準 と

して44校 の資 料 を抽出 し,本 研究 にお ける分析対象 と

した(表1).

分析 対象のCMPの 国別 の構成 は,ア メ リカ(32校),

カナダ(6校),オ ース トラリア(5校),イ ギ リス(1校)

で ある(表2).ま た,設 立年で見 る と,ア メ リカが1850

年 か ら1900年 に設 立された大学 によ るものが多 く,他

の国は1900年 以降の設立の もので ある.さ らに,資 料

の設 立主体別校数(国 立/州 立/私 立)を 見 ると,米 国

(1/29/2),カ ナ ダ(0/4/2),オ ー ス トラリア(5

/0/0),イ ギ リス(1/0/0)と なって いる(表2).

この うち43校 が現キ ャンパ スの リニューアル を 目的 と

したCMPで あ り,カ リフォルニ ア大 学マセー ド校1校

は,新 規開設のため のCMPで ある.

4.研 究の方法

研究 の方法 は以下 による(図D.

(1)CMPを 構成す る基本 的な要素 とその特徴 を把握す

るため に,全 分析対 象資料 の 目次構成お よび記述 内容

について分析 を行 う.

(2)CMPを 構成す る要素 の種類 と記述の組み合わせ に

注 目し,そ の特徴 の把握 と分類 を行 う.

(3)記 述 内容 の種類よ りグルー ピングをお こな い,出

現数 に注 目し記述 の傾向につ いて分析す る.

(4)掲 載 されてい る資料 について,資 料 の種類,資 料

数,内 容,表 現範 囲,表 現 されて いる要素,頻 出度等 に

関す る分析 をお こな い,そ の傾向 につ いて考察す る.さ

らに,各CMPの 特徴 について も考察 を行 う.

5.CMPの 構成

5-1.構 成項 目とその要 素

CMPの 目次構成および記述 内容 に注 目し,構 成 要素

の抽 出 とグルー ピングをお こな い,記 述 の有無お よび

記述数 について まとめた(表3).

各大 学のCMPに 記述 されて いる内容は,「導入」,「条

件」,「目標 ・方針」,「計画」,「運用」の5つ のグル ープ
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に分 類する ことがで きる.

(1)「導入」=CMPの 「概要」,「背景」,大 学の 「ヴィジ ョ

ン」,策 定 の 「目的」 に関す る記述 である.「 背 景」は,

大学 およびキ ャンパ ス計画 に関す る史的記述や アカデ

ミ ックプ ラン等の上位計画 との関係,CMPの 必要性,策

定 プロセ スおよび体 制 に関す る記述で あ り,40資 料で

確認 した.ま た,環 境影 響評価(EIR)等 の関連資 料 と

の関係 について言及 している もの もある.特 に,42資

料 にお いて概要版 を巻頭 に配置,あ るいは最初 の章 と

して いる点 が注 目できる.

(2)「 条件」=CMPの 策定 にお いて前提 とな る要 素につ

いての記述で ある.「 地 域の コンテ クス ト」は,大 学の

周辺地域お よび用地 内の地形,地 質,植 生,水 系,気 候

等の 自然環 境や歴史環境,隣 接市街地或 いは周辺都市

との関係,道 路体 系 に関す るマク ロな環境 実態 につ い

ての記述で あ り,要 素数 も多 く,過 半数の資料 で確認 し

た.ま た,「 キ ャンパ ス環境 ・現況」は,既 存 キャ ンパ

ス につ いて,土 地利用,ゾ ー ニ ング,キ ャ ンパスの構

造,施 設実 態,景 観資源,動 線,サ ー ビス,学 生数 の遷

移等 を紹介す る とともに,課 題の抽出 をお こな って い

る.「 分析」お よび 「予測 」で は,主 に将来 の学 生増 に

対 し,必 要 とな る施設規模や駐 車場の台数,オ ー プ ンス

ペース等の空間 につ いて取 り上 げて いる ものが多 い.

(3)「 目標 ・方針」=大 学のヴィ ジ ョンや 「条件」によっ

て抽 出 した課題 を視野 に入 れた 「マス ター プ ランの 目

標」,「コ ンセ プ ト」,「計画原則」,「適用範囲」,「戦略」,
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「指針」等 に関する記述で ある .ま た,「 マスタープ ラン

の 目標」,「コンセ プ ト」および 「計画原則」で は,要 素

名 と記述 内容 との関係 が資料間で一致 してお らず曖 昧

で ある ことが特徴 として挙 げ られ る.

(4)「計画」:具体的或 いは抽 象的な計画の図面,ス ケ ッ

チ,概 念 図等 と計画 に関す る記述で ある.敷 地全体 の総

合 配置 計画 図 とそ れ をベ ー スマ ップ と した 各 要素 の

オーバー レイによる計画お よび提案が主な もので あ り,

オー プ ンスペースや駐車 場,或 いはキャ ンパスの主 要

な空 間,地 区については拡大 した図面 を用 い,よ りきめ

の細か な表現 を用いて いるものが ある.

(5)「運用」:CMPの 運用 にお ける具体 的なプ ロセス,ア

クシ ョンプ ログラム,ス ケジ ュール に関する記述で あ

る.ま た,よ り効果 的で確実 な運 用 のた めの補助 的な

ツー ル と して,「 ガイ ドラン」(16校),「 チ ェ ック リス

ト」(3校)を 備 えている もの,具 体 的な 「実施 スケジュー

ル」(9校)と 「アクシ ョンプ ログ ラム」(10校)お よび

「コス トス タデ ィ」(11校)を 紹介 して いるものが ある.

各CMPの 特徴 として,GRF,COL,KSUな ど5つ の

グルー プの全て につ いて記述 が見 られ るもの(11校),

CLT,ALS,ARZな ど 「目標 ・方針」のみ にと どま り,

「計画」ついては,具 体 的な提示 がな されて いな いもの

(14校),UNE,NAZ,MSAな ど 「運 用」に関す る記述

が見 られない もの(14校)が あった.記 述量,記 述要

素 および記述 内容 の相違 は,キ ャ ンパス計画 にお ける

CMPの 位 置づ けの違 いが影響 してい ると思われ る.

5-2.CMPの 構成 タイ プ

CMPに おける,「 条 件」,「目標 ・方針」及び 「計画」

の組合 せ方に注 目し,分 類 をお こな った と ころ,CMP

は,こ れ ら3つ のグループ に属す る要 素についての記述

の関係性 によ り,以 下の3つ の タイ プに分類でき ること

が 明 らか とな った(図2).

(1)展 開型:「 条件」,「目標 ・方針」,「計画」別 に,順

次,要 素 に関す る記述 展 開が されて いる もので あ り,

GUL,YALほ か36校 が この タイ プに該 当す る.CMPの

全体 の構成 と展 開が把握 しやすい構造 となっている.

(2)要 素対応型:交 通,ラ ン ドスケープ等の計画要素毎

に 「条 件」,「目標 ・方針」お よび 「計画」に関す る記述

が まとめ られ てお り,要 素 ごとの計画 の全体 像が把握

しやす い構造 とな って いる.VERお よびVIRほ か2校 が

該 当す る.

(3)課 題対応 型:大 学が抱 える課題 毎 に 「条件」,「目

標 ・方針」,「計画」 に沿 って記述 している タイ プであ

る.課 題 に対 し,関 連す る要素 につ いての対 処が多眼 的

にま とめ られてお り,課 題解決 のイ メー ジが掴 みやす

い構 造 とな って いる.反 面,要 素 に関す る記述が分散 し

てお り,要 素 ごとの計画の全体像 が掴み に くい とい う

欠点 もあ る.CLTお よびWAUが このタイプに該 当す る.

5-3.構 成要素のカテ ゴ リーとその内容

「導入」,「条 件」,「目標 ・方針」,「計画」,「運 用」 の

5グルー プにお ける要素 とその出現数 について分析 をお

こなった.記 述が見 られた要素は,そ の内容 によ り 「現

況」,「土地 利用」,「空間」,「施設」,「交通 ・動線」,「イ

ンフラス トラクチ ャー」,「キ ャンパ スイメー ジ」,「地域

との連携」,「環境」,「そ の他」の10個 のカテ ゴリー に

分類する ことがで きる(表4).

(1)現 況:キ ャンパス を取 り巻 く歴史 的背 景や 気象,地

形 ・地質,水 系,景 観等 に関す る 自然環 境,都 市 との関

係性,学 生数な どの推移,近 隣地域 の開発状況 にみ る社

会環 境 に関す る記述 であ り,計 画 のため の条件 に関わ

る ものであ る.

(2)土 地 利用:キ ャンパス空 間の有効活 用や良好な空間

の維 持 ・保全 を図 るための現況分析 として,物 理的な分

析 の観 点で容積,建 ぺ い率 の地 区内分 布を示 した もの,

大学 の資源マ ネジメ ン トの観 点よ り,拡 張可能性 の あ

る空間の抽出 と分析 をお こな った もの,さ らに,キ ャン

パスエ ッジ部 にお ける隣接地 区の土地利用 の状 況 を示

した ものがある.

(3)空 間:大 学の空間 を特徴づ けるオー プ ンスペース に

つ いての記述量が多 い ことよ り重視 されて いる ことが

わか る.既 存 のオー プ ンスペー スの状態 につ いての評

価お よび分析 に関す る もの,ラ ン ドスケー プの形成要

素 としての計画 に関す る もの,駐 車 場や地域か らのア

クセ ス空間,ア クテ ィ ビテ ィとの関係性 につ いての記

述が見 られる.

(4)施 設:研 究教育形態 の変化への対応,学 生数漸増へ

の対応,老 朽 施設 の改修,耐 震性能 の向上化 な どの課題

に関す る現状 分析,計 画方針,提 案 につ いての記述が見

られ る.米 国では,現 在,第2の ベ ビー ブー マー世代 に

よ る学 生数の増加が施設需 要へ の主 要因 とな っている

ことや地震 による被害実績 よ り耐震性能 の向上 が重視
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されて いる ことが特徴 として挙 げ られ る.

(5)交 通 ・動線： キ ャンパス にお ける歩行 者,自 転車,

自動車,緊 急 車両,サ ー ビス用車両 の動線 と駐 輪場,駐

車 場 についての記述で ある.ま た,動 線 については,機

能 面よ りも移動空間 と しての景観 に関す る質 の向上 を

重視 した記述 が多 く見 られた.さ らに,学 生数増 加は,

駐車場 の問題 に派生す る ことか ら,駐 車場 の配置,駐

車 台数 に関す る記述が多 い.

(6)イ ンフラス トラクチ ャー： 主 に共 同溝 のルー トや

受配電,給 排 水施設,情 報イ ンフラに関す る記述で あ

り,機 能 的なキ ャンパス整備 を志 向 した ものが多 く見

受 け られた.ま た,セ キュ リティ に関す る記述 もある.

(7)キ ャンパ スイメー ジ:キ ャンパ ス を印象付 ける景

観要素 と して,ラ ン ドスケー プ,オ ー プンスペース,ア

イス トップ,建 築物,ゲ ー ト,パ ブ リックアー ト,サ

イ ン,照 明な どが あ り,そ れ らの評価 ・分析 と維 持保

全,品 質 の向上に関す る記述が多 くみ られた.他 の要

素 と比較 して,記 述量 が多 く,「 条件」,「目標 ・方針」,

「計画」,「運用」の4つ の グルー プにおいて記述がな さ

れて いる.ま た,「 運用」では,ガ イ ドライ ンに関す る

記述が多 く,CMPに お いて最 も重視 されて いる要素で

ある と考 え られる.さ らに,キ ャンパ スイ メージ につ

いてユニバーサル デザ イ ンや安全性 の観 点によ る記述

も見 られ る.

(8)地 域 との連携： 地域 との連携形態 には,キ ャンパ

ス内外の オー プンスペースやゲー トを媒介 とした フィ

ジカル面で の空間的連携 や,ア クセ ス性,交 通の利便

性 に注 目した ものが ある.ま た,計 画 プロセ スにおけ



る地 域 コ ミュニテ ィ との連 携 の必 要性 を指摘 した り,

周辺 自治体 による都 市計画 との計画的連携 について言

及 して いる もの も確認 した.

(9)環 境:地 球環境 問題 は,CMPに おいて も重視 され

てお り,自 然環境 に対 す る尊重や保 全 に関す る記述 が

み られ る.ま た,周 辺地域 に対 し,多 大 な影 響 を与える

キ ャ ンパス内 の開発 の抑制 に関する ものが多 くみ られ

た.特 に,建 築物 の計画か ら運用,廃 棄 に至る ライ フサ

イ クル 全体 を視野 に入れた グ リー ンビルデ ィングの視

点 を取 り入れ,開 発 におけ る環境負荷 低減 に関す る評

価 システム を導入 している ものや環境影 響評価(EIR)

との計画 的連携 の必要性 を唱 えた ものがある.

(10)そ の他:キ ャンパ ス計画におけるCMPの 明確 な位

置づ けを 目的 とす るガイ ドライ ンの必 要性 を挙 げてい

るものや,CMPの 効 果的な運用 を 目的 とした具体 的な

評価基準や チェ ック リス トを備 えた ものがあ る.

構成要素別 にみる と,「 条件」に関す る要素の記述で

は,「 地域 のコ ンテ クス ト」の 「A.現況」における 「地

形 と都市構造」<18>,「 キ ャンパス環境 ・現況」におけ

る 「学 生数 ・教職員数」<20>,「B.土 地利用」における

「土地利用」<16>,「E.交 通 ・動線」 にお ける 「歩行者

専用道路」<18>,「 車道」<15>,「 駐車場」<7>,「G.キ ャ

ンパスイ メージ」にお ける 「ラン ドス ケー プ とオープ ン

スペー ス」<19>が 多 い.歩 行者専用道路,ラ ン ドスケー

プ とオ ープ ンスペー スの記述が多 い ことよ り,キ ャン

パス 内の学 生,教 職員 に対 す る良好な 空間作 りを意識

した もので ある と考 え られる.さ らに,学 生数 の増加 に

伴 う駐車場 整備の問題 と動線 計画 の重 要性 が反映 され

て いることが挙 げ られる.

「目標」で は,「 マスタープ ランの 目標」 の 「α キャ

ンパスイ メー ジ」における 「ラン ドスケー プとオープ ン

スペース」<12>,「計画原則」の 「C.空間」にお ける 「オー

プ ンスペース」<15>,「E.交 通 ・動線」にお ける 「道路」

<12>,及 び 「環境」 における 「環境の尊重」<14>が 多

い.こ の ことか ら 「目標」において もキ ャンパ ス空 間の

重要性が意識 されて いる ことが判る.ま た,環 境 に関す

る記述 が多 いことも注 目す べ き点で ある.

「計画」で は,「B.土 地利用」 におけ る 「土地 利用」

<13>,「C.空 間」におけ る 「オープ ンスペース」<18>お

よび 「E.交通 ・動線」 にお ける 「動線(自 動車 ・自転

車 ・歩行 者)」<25>,「 駐車場」<18>,お よび 「G.キ ャ

ンパ スイメージ」 にお ける 「ラ ン ドスケープ」<14>が

多 い.空 間の 占有率が高 い これ ら要素は,「 計画」にお

いて重要視 されて いると考 え られる.

これ ら以外 に も,低 頻度で はあるが,地 域 との連携 に

関す る記述 がな され てい る点 は,キ ャンパ ス内外 を考

慮 した,今 後 の大学キ ャ ンパ ス計 画のあ り方 を考 え る

上で重要な観 点である と考 え られる.

6.CMPの 掲載資料 に関する分析

CMPに は,記 述 による もの以外 に内容の確実な伝達

と読み手 の理解 の支援 のため に,多 数 の資料 が掲載 さ

れている.こ こで は,掲 載資料 につ いて分類 し,掲 載数,

内容の頻 出度 等に関す る分 析 によ り,そ の特 徴 と傾 向

について考察す る.

6-1.掲 載資料等の種別

CMPの 掲載 資料は,「図面」,「写真」,「パース ・ス ケッ

チ」,「表」の4種 類 に大別で きる 俵5).

資料等の出現数(平 均値)は,「 図面」は1,617(36.8)

枚,「 写真」1,218(27.7)枚,「 パース ・ス ケッチ」223

(5.1)枚,「 表」90(2.0)枚,合 計3,148(71.5)枚 で

ある.全 資料 に対す る比率 をみ ると,「 図面」51.4%,

「写真」38.7%,「 パ ース ・スケ ッチ」7.1%,「 表」2.9

%で あ り,「 図面」および 「写真」が多 く用 い られて い

る ことが判 る.

資料別 の掲載校数(掲 載率)に ついてみる と,「図面」

44校(97.8%),「 写 真」33校(73.3%),「 パー ス ・ス

ケ ッチ」25校(55.6%),「 表」19校(42.2%)で あ り,

「図面」および 「写真」 を掲 載 してい るものが多 い.

CMP別 の最多掲載数 は,「 図面」120枚(GUL),「 写

真」236枚(YM),「 パース ・スケ ッチ」33枚(UCM),

「表」36枚(SUN)で ある.ち なみ に最少数 は4種 とも

0枚 であ り,「 図面」1校,「 写 真」12校,「 パ ース ・ス

ケ ッチ」20校,「 表」27校 である.

全資料 の掲 載数 につ いて分析 対象資 料別 にみ る と,

YAL(355枚),GUL(196枚),VIR(176枚),WAS(162

枚),cm(158枚),CLT(157枚)が 多 くの資料 を掲載

して いる.

以 上のよ うに,CMPに は 「図面」「写真 」「パース ・ス

ケ ッチ」が多数掲載 され,内 容 の理解 を促進する資料 と

して活 用されて いる.

6-2.掲 載資料の 内容 および表 現 レベル

掲載 資料 は,そ の内容 と表現の レベル によって,「 史

的資料(地 域)」,「史的資料(大 学)」,「関連資 料 ・参考

資料」,「地 理情報(位 置等)」,「地域 情報(土 地利用)」,

「既存状態」,「条件」,「分析」,「概 念」,「計画」,「詳細」

の11種 類 に分類で きる(図4).

(1)史 的資料(地 域)=大 学キ ャンパ ス周辺の地域 に関

す る歴史 的資料であ り,UCDとUCMの2校 で確 認 した.

(2)史 的資料(大 学):主 な もの として,過 去のCMP(総

合配置計画 図)が あ り,そ の ほかキ ャ ンパス全体 ある い

は特定 の空間 の形態や 施設配置 の歴 史的変遷 を紹 介 し

た図面や,自 然環境,社 会環境 に関す るもの図面,そ し

て航空写真 であ り,17校 にて掲載 されている.

(3)関 連 資料 ・参考 資料:ア カデ ミックプラ ンな どの上

位計画 とCMPと の関係性 を示す ものや既存 空間の現況

写真,CMPに 基づ く特定空間のデモ ンス トレーシ ョン
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図4掲 載資料の内容と表現 レベル

図3CMP別 の表現項 目出現数

プ ラン,都 市計画図,土 地所 有区分図,航 空写真,他 大

学 の比較資料で あ り,10校 で確認 した.

(4)地 域情報(位 置等):航 空 写真,都 市域 の土地利用

にお けるキ ャ ンパスの位置,交 通ネ ッ トワー クにお け

るキ ャンパ スの位 置,周 囲のオー プンスペース と公 園

ネ ッ トワー クにおけ るキ ャ ンパス の位置,分 散キ ャン

パス との位置関係 に関す る資料で ある.

(5)地 理 情報(土 地 利用):地 域,キ ャンパ スお よびキ ャ

ンパス内 の特定空 間の土 地利用,ゾ ーニ ング,機 能配置

に関す るもので ある.

(6)既 存状 態:CMP策 定 作業時の大学キ ャンパ スの状

態 につ いて,自 然環境,歴 史環境,交 通環境(ア クセス,

駐車場,動 線),オ ー プンスペース,景 観,ラ ン ドスケー

プな どさまざまな観 点よ り表現 された もので ある.

(7)条 件:CMPの 策定 において必要 となるキャ ンパス

を取 り巻 く環 境の状態や 規制,学 生数や教職員数 な ど

施設や空 間の規模 設定 に関わ る情報であ る.

(8)分 析:キ ャ ンパス内外の既存状態 について分析 を行

い,「 課 題の抽出」や 「空間,ラ ン ドスケー プ,歴 史資

源な どの評価 と計画 方針の提示」 な どを表現 した もの

で ある.

(9)概 念:キ ャ ンパス空間の骨格や 目標 とする空間のイ

メー ジを示す もの,計 画の方針 を しめす図面,上 位計画

や関連す る計画,プ ロジ ェク トとの関係性 を示す もの

な どである.

(10)計 画:キ ャンパ ス全体 の 目標像(CMP),地 区 の

具体 的な計画図,特 定 空間の整 備イ メー ジを表 した断

面 図等で ある.

(11)詳 細:CMPに おいては,空 間に関す る詳細な表現

は,あ ま りみ られな いが,GUL,ALBな ど,デ ザイ ン

ガイ ドライ ンを付加 して いる ものの 中に,サ イ ンにつ

いて 具体 的な姿図や ロゴデザ イ ン等 に関す る詳細図 を

掲載 して いる5校 の資料 を確 認 した.

掲載資 料の中で掲載数(平 均)が 多い ものは,「 図面」



で は,「 計画」700枚(15.6枚),「 分析」291枚(6.5枚),

「概念」170枚(3。9枚),「 既 存状態」147枚(3.3枚)で

あ り,「 写真 」では,「 既存状態」802枚(17.8枚),「 関

連資料 ・参考資料」256枚(5.8枚),で ある.ま た,「パー

ス ・ス ケッチ」で は,「関連資料 ・参考資料」151枚(3.4

枚)「 計画」30枚(0.7枚),「 概念」25枚(0.6枚),が

多 く,「表」では 「関連資料 ・参考資料」76枚(1.7枚)

で ある(図4).

以 上のよ うに,計 画 につ いて記述す る部分では,主 に

「図面」 を,補 完 的に 「パー ス ・ス ケッチ」を資料 とし

て いる.既 存状態 を記述す る部分で は,主 に 「写真」を,

補完 的に 「図面(案 内 図)」 を資 料 としている.

6-3.掲 載資料の表現範 囲

「図面」,「写真」および 「パース ・スケ ッチ」 にお け

る表現 範囲 につ いてみる と,周 辺地域 を含む 「広域」,

「大学 全体 」,キ ャンパ ス内の 「地 区」お よび 「単位空

間」,「建築物」,「そ の他」の6つ に分 類できる(図5).

「広域」,「大学全体」,「地 区」は,キ ャ ンパス を表現

す る 目的や内容 によって使 い分 け られて いるが,キ ャ

ンパ ス 自体 が広大 な もので ある場 合 にはキ ャンパ ス を

複数の地区 に区分 して計画図を作成 しているものある.

「単位 空間」につ いて は,① 特定 のオープ ンスペース

や② 交差点処理な どの課題 に対応す る空間 を抽 出 した

もの;③ 歩行者や 自動車の動線 に関するキ ャンパ ス内

の典 型的な空間が挙 げ られ る.

「そ の他」は,写 真やスケ ッチ に見 られる もので,建

築物 のディテール(材 料,色 彩,テ クスチ ャー)を 抽 出

図5掲 載資料の表現範囲

した ものや デ ザ イ ン ガイ ドライ ン 中 に見 られ る ベ ンチ,

照 明,サ イ ンな ど の 形 態 を 表現 した も のな どで あ る.

資 料 の表 現 範 囲 と資 料 数(平 均 数/合 計 に対 す る 比

率)の 関 係 につ い て み る と,「 大 学 全 体 」1,058(23.5

枚/34.6%),「 単 位 空 間 」859枚(19.1枚/28.1%),

「地 区 」681枚(15.1枚/22.3%)が 多 く,「 建 築物 」188

枚(4.2枚/6.1%),「 そ の他 」176枚(3.9枚/5.8%),

「広 域 」96枚(2 .1枚/3.1%)が 続 いて い る.

資 料 種 別 で の資 料 数(平 均)み る と,「 図 面 」 で は,

「大 学 全 体 」966枚(22.0枚),「 地 区」464枚(10.5枚),

「単 位 空 間 」74枚(1.7枚)が 多 く,「 写 真 」 で は,「 単

位 空 間 」679枚(15.4枚),「 地 区」171枚(3.9枚),「 そ

の他 」156枚(3.5枚),「 建 築物 」155枚(3.5枚)が 多

い こ とが 判 る.「 パ ー ス ・ス ケ ッチ 」 で は,「 単 位 空 間 」

図6表 現項 目の出現数



106枚(2.4枚),「 地 区 」46枚(1.0枚 〉,「 大 学 全 体 」41

枚(0.9枚)が 多 い こ とが 挙 げ られ る.

「図 面 」は,CMPに お け る 計 画 の 内 容 を キ ャ ン パ ス の

全体 あ る い は 地 区 につ い て{府 轍 的 に表 現 し,全 体 像 を

伝 達 す る こ とに 重 点 が 置 か れ て い る 。 ・方 で,「 写真 」,

「ス ケ ッチ ・パ ー ス」は,「 単 位 空 間 」を表 現 した もの が

多 い.こ れ らの使 用 に あ た って は,空 間 のイ メー ジ を 伝

え る こ とを 重 視 して 用 い られ て い る と考 え られ る.特

に,UCMは,新 規 開 発 のキ ャ ンパ ス で あ る た め,「 パ ー

ス ・ス ケ ッチ を」多 用 し,イ メー ジ の伝 達 を 図 っ て い る.

6-4,掲 載 資 料 にお け る表 現 要 素

掲 載 資 料 にお い て 表現 され て い る 内 容 に注 目 し,要

素 の抽 出 とそ の 分 類 によ り,傾 向 の把 握 を お こな った.

表 現 要 素 は,「 プ ロ グ ラム 」,「土 地 利 用 」,「空 間 」,「景

観 」,「交 通 ・動 線」,「基 盤 」,「環 境 」,「空 間構 成 要 素 」,

「安 全」 の10個 の グ ル ー プ と表 現 内 容 によ る31の カ テ

ゴ リー に 分 類 で き る(図6).

表 現 要 素 別 の 掲 載 資 料 校 数(比 率)に つ いて 見 る と,

「施 設 配 置 計 画 」42校(95.5%),「 オ ー プ ンス ペ ー ス 」

40校(90.9%),「 ア ク セ ス ・ゲ ー ト」39校(88.6%),

「動 線(歩 行 者)」37校(84.1%),「 土 地 利 用」36校(81.8

%),「 景 観 ・ラ ン ドス ケ ー プ」34校(77.3%),「 交 通 ・

駐 車 場 」34校(77.3%)に 関 す る 内 容 が 多 い.そ して,

「整 備 プ ロ グ ラム 」30校(68.2%),「 ゾ ー ニ ン グ(機 能

別)」30校(68.2%),「 空 間 デザ イ ン」29校(65.9%),

「動 線(自 動 車)」28校(63 .6%),「 施 設 計 画 」27校(61.4

%),「 動 線(自 転 車)」23校(52.3%),「 イ ン フ ラ ス ト

ラク チ ャー 」22校(50.0%),「 環 境(自 然)」22校(50。0

%)が 続 いて い る.

掲 載 資 料 数 全 体 で は,「 施 設 配 置 計 画 図 」(534枚),

「オ ー プ ン スペ ー ス」(451枚),「 空 間デ ザ イ ン」(377枚),

「動 線(歩 行 者)」(376枚),「 ア クセ ス ・ゲ ー ト」(312

枚),「 景 観 ・ラ ン ドス ケ ー プ 」(308枚)が 多 い.

掲 載 資 料 種 別 で の 資 料 数(平 均)み る と,「 図 面 」 で

は,「 施 設 配 置 計 画 」512枚(11.4枚),「 オ ー プ ン ス ペ ー

ス 」324枚(7.2枚),「 空 間 デ ザ イ ン」298枚(6.6枚),

「動 線(歩 行 者)」272枚(6 .0枚),「 ア ク セ ス ・ゲ ー ト」

227枚(5.0枚),「 土 地 利 用」215枚(4.8枚),「 交 通 ・

駐 車 場 」214枚(4.8枚),「 景 観 ・ラ ン ドス ケ ー プ 」204

枚(4.5枚)が 多 い.「 写 真 」で は,「 オ ー プ ン スペ ー ス」

105枚(2.3枚),「 景 観 ・ラ ン ドス ケ ー プ 」84枚(1.9

枚),「 動 線(歩 行 者)」84枚(1.9枚),「 建 築 デザ イ ン」

66枚(1.5枚),「 ア クセ ス ・ゲ ー ト」65枚(1.4枚)が

多 い.「 パ ー ス ・ス ケ ッチ 」で は,「 空 間 デ ザ イ ン」38枚

(0.8枚),「 オ ー プ ンス ペ ー ス」22枚(0.5枚),「 景 観 ・

ラ ン ドス ケ ー プ」,「 ア クセ ス ・ゲ ー ト」,そ して 「動線

(歩 行 者)」 の そ れ ぞ れ20枚(0.4枚)が 多 い.「 表 」は,

「整 備 プ ロ グ ラ ム」12枚(0.3枚)で あ る.

以 上よ り,CMPは,「 施設配置 計画」を重視す るとと

もに,「 オー プ ンスペース」,「アクセ ス ・ゲー ト」,「動

線(歩 行者)」,「 景観 ・ラン ドスケープ」に関す る多 く

の資料が掲載 されてい る.そ の多 くがキ ャ ンパスのイ

メージ を形成す る 「景観」や オープ ンスペー スおよび

ヒューマ ンスケールで の歩 行空間 に重点 が置かれて い

る と考 え られ る.

7.ま とめ

本研 究で は,海 外 の44大 学 にお けるCMPに つ いて,

そ の 目次,構 成 要素,記 述 内容,掲 載資料 に注 目した分

析 をお こない,以 下 のよ うな知見 を得 た.

(1)CMPは,「 導入」,「条件」,「目標 ・方針」,「計画」,

「運用」の5つ の グループ に分類 され,「 条件」,「目標 ・

方針」,「計画」に関す る記述 の構成 によ り,「展 開型」,

「要素対応型1,「 課題対応型」の3つ に分類 され る.そ

して,そ の構成要素は,「 現況」,「土地利用」,「空間」,

「動線 」,「キ ャ ンパ スイ メージ」,「イ ン フラス トラク

チ ャー」,「地域 との連携 」,「施設関係」,「環境」,「そ の

他」の10個 のカテゴ リー に分類で きる.こ れ らは,分

析対象 としたCMPに 共 通 した要素で あ り,CMPを 作成

す る際 の主要事項であ る.

(2)CMPに は,「 図面」,「写真」,「パ ース ・ス ケッチ」,

「表」の4種 類 の掲 載資料があ る.そ れ らは,「 史的資料

(地域)」,「 史的資料(大 学)」,「 関連資料 ・参考 資料」,

「地理情報」,「地域 情報」,「既 存状態」,「条件」,「分析」,

「概念」,「計画」,「詳細」の11種 類 に分類で きる.ま た,

そ の表現 範囲は,「 広域」,「大学全体」,「地 区」,「単位

空 間」,「建築物」,「そ の他」 である.

(3)掲 載 資料 の表現要素は,「プ ログラム」,「土地利用」,

「空 間」,「景観」,「交通 ・動線」,「基 盤」,「環境」,「空

間構 成要素」,「安全」の10個 のグループ と表現内容 に

よる31の カテ ゴ リー に分類 でき,掲 載資料数 は,「施設

配置 計画」,「オー プ ンスペース」,「アクセ ス ・ゲー ト」,

「動線(歩 行者)」,「 土地利用」,「景観 ・ラン ドスケー

プ」,「交通 ・駐車場」 に関する ものが多 い.
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